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１．はじめに 

 国際リニアコライダー（ILC）は日本への誘致が期待される電子・陽電子衝突型加速器で、施設は 30～50km

の加速器トンネルと実験ホール等の地下空洞で構成される。地震の影響については、地下は地震に強いことが

経験的に指摘されているが、地表と地下の地震動を比較した事例は、城山発電所、釜石鉱山などで知られてい

るが限られた事例しかないのが実情である。 

 国立研究開発法人防災科学技術研究所では、阪神淡路大震災の後、全国に基盤強震観測網 KiK-netを配備し

た。KiK-net では地表と地下に加速度型強震計を設置しており、ILC 北上候補サイト周辺にも観測点が整備さ

れている。本報告では ILC 北上候補サイト周辺に設置された地表、地下の地震計で得られた最大加速度を比較

し、地下の地震の影響について考察する資料とすることを目的とする。 

２．調査対象とした地震 

 気象庁震度データベー

スで、一関市、奥州市、気

仙沼市で震度 5 弱以上を

記録した地震を対象にし

た。調査対象となった地震

を表-1 に示す。気象庁震

度データベースにおいて、

一関市では 1939 年 10 月

10 日から、奥州市では

1923年 1月 27日から、気

仙沼市では 1996 年 10 月

19 日から地震が記録され 

ている。 

３．調査対象とした観測点 

 調査対象とした観測点を表-2 

に示す。ILC が計画されている花 

崗岩体に位置する東和（岩手県）、 

藤沢観測点の他、図-1 に示す ILC 

の概略位置近傍の観測点、北上山 

地を形成する岩体に位置する観測 

点を選んだ。これらの観測点には地 

表の他、地下約 100ｍに地震計が 

配置され観測されている。 
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図-1 調査対象とした KiK-net 観測点   
の位置（図中赤丸）（(国立研究開発法人)
防災科学技術研究所 HPより） 

 

 

 

表-2 調査対象とした強震観測網 
   KiK-netの観測点 

 

表-1 調査対象とした地震 
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４．地表・地下の最大加速度比較 

 図-2は、ILCが計画されている岩体に位置する観測点の地表と地下の

最大加速度を比較した結果で、藤沢観測点は千厩花崗岩体、東和観測点

（岩手県）は人首花崗岩体に位置している。地表の最大加速度に比較し

て地下の最大加速度は約 20％程度であることがわかる。 

 図-3 は ILC の概略計画位置の周辺の 4 観測点について地表の最大加

速度と地下の最大加速度を比較した結果で、同様に地下の最大加速度は

地表の約 20％程度であることがわかる。 

 図-4 は、北上山地の堆積岩に位置する観測点の地表と地下の最大加

速度を比較したもので、珪質粘板岩からなる川井北観測点が約 50％程度

になっているが、全体の傾向としては概ね約 20％程度になっているこ

とがわかる。 

 図-5 は、北上山地の花崗岩体に位置する観測点の最大加速度をまと

めた結果で約 5～20％の範囲になっていることがわかる。花崗岩体に位

置する観測点の場合、堆積岩に位置する観測点よりも地下と地表の最

大加速度の比は小さめの値を示すことがわかる。 

 図-6 は、東北地方太平洋沖地震時の地表と地下の最大加速度を花崗

岩類、堆積岩類に分けて比較した結果で、花崗岩類では、地下は地表

の約 20％で、堆積岩類より地下の最大加速度は小さくなる傾向がある

ことがわかる。東北地方太平洋沖地震時の地表の最大加速度は、今

回対象とした観測点の中では 738gal（陸前高田観測点）だったのに

対し、地下では 159gal（藤沢観測点）であり、地下は地表の約 22％

であった。 

 以上から、花崗岩岩盤では地下の最大加速度は地上の約 20％程度で

あり、地下での地震による被害は限定的であると言える。 

５．まとめ 

 地上と地下の最大加速度を実測、比較したデータは、従来それほど

多くなかったが、国立研究開発法人防災科学技術研究所は地震観測網

を展開し、地表と地下の地震観測データが得られるようになった。北

上山地に展開する観測点について、地上と地下の最大加速度を比較し

た結果、地下では地上に比較して最大加速度が約 20％に低下すること、 

花崗岩岩盤では堆積岩からなる岩 

盤に比べて地下の最大加速度が小 

さくなる傾向があることが分かっ 

た。したがって地下に建設される 

ILC では、地震による被害が限定 

的であると言える。 
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図-5 花崗岩体中の観測点の地表 
   ・地下最大加速度比較 

図-2 花崗岩体中の観測点の地表 
   ・地下最大加速度比較 

図-3 北上候補サイト周辺観測点の地表 
   ・地下最大加速度比較 

 

 

図-4 堆積岩中の観測点の地表 
   ・地下最大加速度比較 

 
図-6 東北地方太平洋沖地震時の 
  地表・地下最大加速度比較 
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